
で
な
い
映
画
の
ほ
と
ん
ど
は
吹
き
替

え
ら
れ
た
。

な
ぜ
、
日
本
だ
け
は
最
初
か
ら
字
幕

だ
っ
た
の
か
。
サ
イ
レ
ン
ト
（
無
声

映
画
）
の
時
代
か
ら
映
画
を
観
て
き

た
映
画
評
論
家
の
淀
川
長
治
さ
ん
に

よ
る
と
、
「
ト
ー
キ
ー
に
な
っ
た
時
、

ア
メ
リ
カ
の
映
画
会
社
の
本
社
は
日

本
の
支
社
に
吹
き
替
え
を
要
求
し
た

そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
は

声
優
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
ア
メ
リ

カ
の
本
社
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
日

系
人
の
声
優
を
集
め
、
最
初
の
ト
ー

キ
ー
映
画
を
吹
き
替
え
、
日
本
に
持

っ
て
き
た
。
当
時
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

あ
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
周
辺
に
は
広
島

出
身
の
日
系
人
が
多
く
、
吹
き
替
え

は
ラ
ブ
シ
ー
ン
も
含
め
て
全
て
広
島

弁
と
な
っ
た
た
め
、
映
画
を
観
た
日

本
人
は
大
笑
い
だ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
な
ら
字
幕
の

方
が
い
い
と
な
っ
た
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

幸
い
、
日
本
人
は
字
幕
に
す
ぐ
馴

染
ん
だ
。
一
番
の
理
由
は
、
日
本
人

の
識
字
率
の
高
さ
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
で
は
英
語
の
読
め
な
い
移
民
も
大

勢
い
る
の
で
、
字
幕
は
定
着
し
な
か

っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
字
幕
は
日
本

の
庶
民
の
教
育
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示

す
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。
漢
字
を
見

れ
ば
意
味
が
す
ぐ
伝
わ
る
こ
と
や
、

俳
優
の
生
の
声
を
聞
け
る
こ
と
も
、

日
本
で
字
幕
が
定
着
し
た
理
由
で
あ

★
末
崎
地
区
公
民
館
主
催

「
茶
道
親
子
教
室
」
参
加
者
募
集

内

容
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
開
催
し
、

7

茶
道
の
基
本
稽
古
を
行
っ
て
お
り
ま
す

期

間
月
～

月
の
土
曜
日

回

7

9

9

・

・

・

・

・

・

・

・

7/8
7/15

7/29

8/12

8/19

8/26

9/9

9/16

9/30
時

間
午
後

時~

時

2

3

場

所ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

対
象
学
年

小
学

年
生
～

年
生

1

6

中
学

年
生
～

年
生

1

3

申
込
先
・
問
合
せ
先

末
崎
地
区
公
民
館

電
話

-29
2
9
5
5

※

月

日
の
茶
道
親
子
教
室
の
様
子

7

1

夏

の
交

通

事

故

防

止

県
民
運
動

夏
季
は
、
暑
さ
や
長
距
離
運
転

に
よ
る
過
労
に
起
因
す
る
重
大
事

故
や
夏
休
み
中
の
子
ど
も
が
関
係

す
る
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
県
民
運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

実
施
期
間
は

月

日
か
ら

7

15

24

日
ま
で
の

日
間
で
あ
る
が
、

10

8

月
に
な
る
と
お
盆
の
行
事
が
あ
る

の
で
、
帰
省
さ
れ
る
人
も
多
く
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
。
思
わ
ぬ
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
と
も
限
ら
な

い
の
で
、
十
分
気
を
つ
け
て
ほ
し

い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
も
ち
ま
し
ょ
う

心
の
余
裕
と

車
間
距
離
」

★
映
画
の
字
幕

映
画
字
幕
翻
訳
者
の
戸
田
奈
津

子
さ
ん
は
、
映
画
の
字
幕
に
つ
い

て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

自
分
が
子
供
の
頃
、
外
国
映
画
の

吹
替
版
は
な
く
、
字
幕
版
し
か
な

か
っ
た
。
基
本
的
に
映
画
の
字
幕

は
日
本
だ
け
で
、
諸
外
国
で
は
一

九
三
〇
年
代
に
ト
ー
キ
ー
（
発
声

映
画
）
が
出
現
す
る
と
、
母
国
語

 

○ 獅子舞・権現様・虎舞・神楽・剣舞等の鼻先で、扇子
やささら等をもって舞っている人を、まとめて「鼻先人」
と記すこととします。
ここからは「鼻先人」の事例をいっぱいあげて、その

実態を明らかにしていきます。

(1) 猿田彦(さるたひこ)系 (鼻先人は猿田彦)
① さいぷこ(才舞子) 末崎町平 平組はしご虎舞
② しゃぶっこ振り 末崎町 西舘虎舞
③ シャブッコフリ(サイボウフリ) 末崎町 碁石虎舞
④ しゃぶっこふり、さいぷこふり末崎町船河原 権現様
⑤ 猿田彦 三重県桑名市太夫 伊勢太神楽 四方の舞、

鳥兜をかぶった猿田彦が二頭の獅子を誘導し、獅子は
御頭を左右に振って悪魔を祓う。猿田彦は棒ささらを
もっている。

⑥ 猿 兵庫県淡路市中田 伊勢の森神社の梯子獅子
高さ 10ｍの梯子と 60ｍの綱を渡る獅子舞と猿。

⑦ 口取り 三重県鈴鹿市 稲生の獅子神楽
伊勢神楽系 天狗の面をかぶった口取り・・。

⑧ 口取り 三重県伊勢市中須 中須の御頭神事(獅子舞)
口取りの腰には天狗の面がつけてある。

⑨ 猿とひょっとこ 兵庫県姫路市安田 金竹獅子舞(梯子
獅子)猿とひょっとこが獅子をつれて梯子を登る。

⑩ ツル子 熊本県
御船町古閑の迫
のとら舞虎をあ
やす子供をツル
子と呼び、サル
の扮装をするの
が特長である。

⑪ ささら 住田町
上有住坂本。坂
本太神楽黒い面
(道化面)をつけ、
背に赤い括物の
猿を背負い手に
ササラを持つ。
ササラはおかめ
面をからかう仕
種をする。(紀)

9 獅子舞・権現様・虎舞等の「鼻先人」について

平組はしご虎舞の「さいぷこ」

る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ

れ
が
、
今
や

崩
れ
つ
つ
あ
る
。

若
い
人
の

活
字
離
れ
が

進
み
、
字

幕

を
速
読
で
き

な
く
な
っ
た
。
漢

字
の
読
め

な
い
人
も
増

え
、
映
画

会
社
か
ら
「
平
仮
名
に
し
て
く
れ
」

と
頼
ま
れ

る
こ
と
も
多

い
と
い
う

の
で
あ
る
。

若
者
向
け

の
映
画
の
多

く
は
、

今

で
は
必
ず
吹

き
替
え
版
が
つ
く

ら
れ
、
若

者
は
そ
ち
ら

に
行
く
。

字

幕
版
と
吹
替

版
の
両
方
が
つ
く

ら
れ
る
こ

と
は
良
い
こ

と
で
選
択

は

自
由
だ
と
思

う
が
、
日
本
人
が

自
国
の
文

化
か
ら
離
れ

て
い
く
こ

と

は
日
本
語
を

扱
う
者
と
し
て
胸

が
潰
れ
る

ほ
ど
悲
し
い

こ
と
で
あ

る
、
と
言
っ
て
い
る
。

★
末
崎
中
学
校
生
徒
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
‼

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

目
的・

子
供
た
ち
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
障
害
者
支
援

・

の
削
減

Ｃ
Ｏ
2

回
収
方
法

生
徒
は
中
学
校
昇
降
口
に
あ
る

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

地
域
の
方
々
は
居
場
所
ハ
ウ
ス

か
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

（

注

）

回

収

ボ

ッ

ク

ス

に

は

キ

ャ

ッ

プ

を

洗

っ

て

か

ら

入
れ
て
下
さ
い
。

末

崎

中

学

校

生

徒

が

回

収

に

参
り
ま
す
。

※

末

崎

中

学

校

で

は

、

令

和

４

年

度

よ

り

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

キ

ャ

ッ

プ

の

回

収

を

行

っ

て

い

ま

す

。

集

め

ら

れ

た

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

キ

ャ

ッ

プ

は

、

発

展

途

上

国

の

子

供

た

ち

の

ワ

ク

チ

ン

接

種

や

障

害

者

支

援

の

活

動

に

役

立

て

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

キ

ャ

ッ

プ

を

回

収

す

る

こ

と

に

よ

り

、

の

削

減

に

も

役

Ｃ

Ｏ

2

立
っ
て
い
ま
す
。

今

ま

で

こ

の

活

動

を

通

し

て

持

続

可

能

な

未

来

を

つ

く

り

た

い

と

考

え

て

取

り

組

ん

で

お
り
ま
す
。

こ

の

度

、

こ

の

活

動

を

さ

ら

に

充

実

さ

せ

た

い

と

考

え

、

末

崎

町

の

皆

様

に

ご

協

力

頂

き

、

共

に

持

続

可

能

な

未

来

に

近

づ

い

て

い

き

た

い

と

考

え
て
い
ま
す
。

★
末
崎
地
区
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

「
長
寿
大
学
今
後
の
学
習
計
画
」

月

日
（
水
）
伊
達
正
宗
と
気
仙

9

20
講
師

甘
竹
勝
郎
氏

月

日
（
水
）
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

10

25
講
師

福
祉
の
里
セ
ン
タ
ー

職
員

月

日
（
水
）

認
知
症
に
つ
い
て

11

22講
師

地
域
包
括
ケ
ア
推
進

室
職
員

★
末
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
セ
ミ
ナ
ー
等
が
あ
り
楽

し
く
学
べ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。

※
第
１
回
学
習
会

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
健

康
づ
く
り
」
の
様
子
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